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季節の花⑦MUKUGE  

 

7月 15日 海の日 

大きな木を樹木畑から掘り取って運ぶ際に、根鉢を丸く根

巻きし運搬します。新しく地面に植えた時は、根が地面に

張っておらず、転倒しやすい状態です。 

その為に、支柱が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

① 樹木が強風に吹かれたり、何かが衝突した際に 

倒れないようにする。 

② 風であおられた時に、揺れにくくすることで、 

 発根を促し、木の根付きを助ける。 

  

                                 

 

 

 

大きな木を樹木畑から掘り取って運ぶ際に、根鉢を丸くし

暑さで人や植物の元気がなくなる

季節に、次々と大きな花を咲かせ

るムクゲは、盛夏を彩る代表的な

花木です。 

ムクゲの花は朝に開き、夕方には

しぼんでしまうため、「槿花一日の

栄（きんかいちじつのえい）」とも例

えられています。 

ム ク ゲ 

植付した時   支柱をして倒れにくくする  3〜5 年後根が 

しっかり張る 

まだ根が地面に張っていな

いので踏ん張る力がない。 

強風が吹くと倒れやすい。 

風が吹いても支柱に

支えられて動きにく

いので根が切れない。 

支柱が劣化します。 

根がついたら取り外す。 

木 槿 
 



  

名の謂われ 

薊 読み→『あざみ』 
アザミは漢字だと「薊」と書きます。由来には諸説ありますが、有名なの

は沖縄の八重山地方でトゲを「あざ」と呼ぶ事から転じたという説と、

「興ざめする」という意味をもつ「アザム」という言葉からきたという

説です。美しい花だと思って触れると、トゲがあって驚かされる。 

つまりは、「あざむかれた」ということなのだそうです。 

笠松【かさまつ】 

代表的な松の文様のひとつです。 

松は常緑であることから古くから吉祥文様（長寿） 

とされています。松の葉やその枝が横に広がり笠の 

ような形をしているところからこの名がつきました。 

松は東アジア圏では冬でも青々とした葉を付けるこ 

とから不老長寿の象徴とされ、日本では「常磐木」 

とも呼ばれ古くから吉祥樹とされてきました。魔除け 

や神が降りてくる樹としても珍重され、正月に家の門に飾る門松には神を出迎えるという意味があります。 

◆商品紹介◆ 

 

 

■道のひかり  ￥17,000（税込）  

置くだけで光リノベーション  

電気代のいらないソーラー充電タイプ  

■KABUTO（カブト） ￥35,200 （税込） 

どこでも焼ける本格 PIZZA 窯ポータブルピザオーブン 

小枝と木質ペレット両方使える他燃料タイプ 

ピザに限らずチキン、野菜のロースト、手作りパン etc. 

植物図案⑦  


